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ローム主体の粘性土。
0.40m付近はアスファルト片を混入

盛土 暗褐

粘性･含水中位。均質な関東ローム
1.0m付近まで植物根を混入。
2.25m付近は含水多い。
3.0m付近に炭化物を混入。
4.0m付近より色調変化し，粘土質で
やや含水多い。
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軟
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中
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含水多い。粘性強い。
5m付近より礫を混入。

凝灰質
粘土

黄褐
～暗
褐

含水中位。部分的に含水多い。
φ2～30mm前後の亜角礫が主体。
最大礫径φ80mm前後。
マトリックスは粘土と粗砂。
礫は風化礫主体で砕けやすい。
5.25～5.30m間は粗砂を挟む。

粘
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砂

礫

青

灰～
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暗

黄

褐

中

位～

密
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粘性・含水中位。細砂を混入。
10.10～10.15m間は礫混じり
粘土質細砂を挟む。
10.80m付近は礫を混入。
11.10～11.25m間は粗砂を挟む。

砂混じ
り粘土

青灰
～暗
灰

中

位

やや含水多く，粘性強い。粘土 暗灰
含水多い。
φ2～30mm前後の亜角礫が主体。
最大礫径φ60～80mm前後。
マトリックスは粘土と粗砂。
12.25～12.50m間は粘土を挟む。
13.30m付近より色調変化。
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礫
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灰

中
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密

な

含水中位。部分的に含水多い。
φ2～30mm前後の亜角礫が主体。
最大礫径φ60mm前後。
マトリックスは粘土と粗砂。
礫は風化礫主体で砕けやすい。
12.75～13.25m間は粘土分を多く
混入。
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土

質

砂

礫
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粘性・含水中位。
少量の細砂を混入。
所々，酸化し褐色。
18.35m付近より色調変化。

粘

土

暗緑
灰～
青灰

硬い
～非
常に
硬い

含水中位。部分的に含水多い。
φ2～30mm前後の亜角礫が主体。
最大礫径φ80mm前後。
マトリックスは粘土と粗砂。
礫は風化礫主体で砕けやすい。
色調一定しない。
25.85m付近よりφ2～15mm前後の礫
が主体で粘土･粗砂を多く混入する。
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粘性・含水中位。有機物を混入。粘土 黒褐

含水中位。粘性強い。
有機物を混入。
27.25m付近で色調変化。
28m付近は小礫を点在する。
29.70m付近より細砂を混入。
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φ2～20mm前後の亜角礫が主体。
マトリックスは粗砂。含水多い。
29.90～30.15m間は細砂を挟む。
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